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初春からの練 習のた まものか、う ぐいす の鳴き声が上 手にな ってきました 。  

現在会員登録数 3,715 人さま。次号は５ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●オンライン 国際講 演会「ことば を超え て－絵で物語 る」  

 Beyond Words： Storytelling with Pictures 

世界を代表す る絵本 作家、デイヴ ィッド・ウィーズナー さんと ショーン・タン

さんの対談を 字幕付 きで配信しま す。（ 約 ２時間）  

◎視聴期間： 配信中 ～５月８日（ 日）  ◎視聴料： 1300 円  

※お申し込み は、外 部決済システ ム「 Peatix」のイベントペ ー ジから  

 https://wiesner-tan.peatix.com 

 

● YouTube で無料公開 中！  

「第 18 回  国際グリ ム賞  贈呈式 ・記念 講演会」  

 記念講演「 21 世紀における中国 児童文 学の創作と研 究の潮 流」  

 講師： <受賞者 > 朱自強  教授  （中国海 洋大学教授）  

 https://youtu.be/rFrmSeXxuhw 

 

「特別講演「 お話の 種の育て方 」」  

 講師：富安陽子 さん（童話作家、「 日産  童 話と絵本のグ ランプ リ」審査員）  

 https://youtu.be/0hvIFhcmlkQ 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

https://wiesner-tan.peatix.com/
https://youtu.be/rFrmSeXxuhw
https://youtu.be/0hvIFhcmlkQ
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html


 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

***************************************************************** 

『１３枚のピ ンぼけ 写真』キアラ ・カル ミナーティ /作  関口 英子 /訳  古山

拓 /絵  岩波書店  2022年 3月  対象年齢 ： 中学生以上  

 

＊今回のゲス トはイ タリア語の翻 訳者の よしとみあや （Ａ） さんです。  

 

あらすじ： 1914年、 13歳の少女イオラン ダ は、第一次世 界大戦 のために、両

親と来ていた オース トリアの出稼 ぎ先か ら故郷のイタ リア、 マルティニャ

ッコ村へ帰る 。父と 兄たちが出征 し、オ ーストリアの 観光地 であるグラー

ド出身の母が 橋の警 備をしている 兵隊の 誘いを断った ことか ら、憲兵にス

パイ容疑で連 行され 、イオランダ は妹マ ファルダとウ ーディ ネに住むアデ

ーレおばさん を訪ね る。そこで二 人は母 方の祖母につ いて詳 しく知ること

になる。 1918年までのイオランダ の家族 と恋を描いた 作品。  

 

Ｙ：作者のカ ルミナ ーティは、 2018 年の国際アンデル セン賞 のイタリアの 作

家賞候補で、国 際選考 委員であった 私は、こ の作品を英語 で読み ました。よ

し と み さ ん に は イ タ リ ア 語 で 読 ん で い た だ い て 、 助 言 を い た だ き ま し た 。

ありがとうご ざいま した。  

Ａ ： カ ル ミ ナ ー テ ィ の 代 表 作 と し て ５ 作 が 挙 げ ら れ て い ま し た が 、 そ の 中 で

私 が 一 番 評 価 し た 作 品 で し た 。 そ れ は 、 戦 争 に 行 か な い け れ ど も 家 に 残 っ

て 日 々 の 暮 ら し を 続 け る 中 で 戦 争 を 経 験 す る 女 性 た ち を 取 り 上 げ て い る 点 、

前 線 へ 向 か う 男 た ち の 高 揚 し た 気 持 ち と 家 に 残 る 女 た ち の 淡 々 と 事 態 を 受

け入れる様子 が対比 されている点 が非常 に珍しく思っ たから です。  

Ｙ：この作品 は、選考 委員の中でも 評価が 高く、受賞作 家とは別 に推薦本に選

ば れ ま し た 。 主 人 公 の イ オ ラ ン ダ が 、 ど ん な 状 況 で も 生 き 抜 こ う と す る 様

子 が 心 に 残 る と 同 時 に 、 人 の 心 を 見 抜 く 力 を 持 っ た ア デ ー レ お ば さ ん が 魅

力的でした。  

  原題のタ イトル 、「 Fuori fuoco」はど ういう意味で すか。  

Ａ：「ピンぼけ」と いう 意味ですが 、「火や火 災、砲火の外」という 意味もあり、

戦 争 で フ ォ ー カ ス さ れ て い な い 人 々 を 描 く 、 戦 火 の 外 に い る 人 た ち の 「 戦

争」を描くと いう意 味があると思 います 。  

Ｙ：イ タリアの児 童文 学作品の中で 位置づ けるとどうい う評価 になりますか 。 

Ａ ： こ れ ま で イ タ リ ア 児 童 文 学 に あ ま り な か っ た テ ー マ で す 。 作 品 の 中 で は

母 と 祖 母 の 確 執 と 和 解 も 語 ら れ ま す が 、 主 人 公 と そ の 親 の 親 離 れ ・ 子 離 れ

ではなく 、親（ 母）と その親（ 祖母）の親離 れ・子離 れが描かれ て いる点も

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


他にはないテ ーマだ と思いました 。  

Ｙ：女性とい う意味で は、女性と仕 事、経済 的な自立につ いて書 かれている点

も興味深かっ たです。加えて恋愛が 描かれ ます。そして、戦争の 中での出産

場面が描かれ 生と死 について考え させら れるようにな ってい ます。  

Ａ：恋愛は、 10 代の読者がおおい に興味 を持つ点だと 思いま す。  

Ｙ：作品の中には 13 枚の同じ画像 がはさ まれ、そこに、キャプ ションが書か

れ て いま す 。 そ れ に よ っ て状 況 が 客 観 的 に な った り 、 作 品 を 別 の 視点 か ら

読み取ること ができ るようになっ たりし ており、興味 深かっ たです。  

Ａ：著者は詩 人で、詩 を通じて子ど もたち に言葉の持つ 力、楽し さを伝えよう

とする活動を 長く続 けています 。「わ たし の頭のなかで 、いくつ もの疑問が

ビンに閉じこ められ たハエのよう にぶん ぶんまわりだ した」（ p.117）のよう

な小説の中に 登場す る比喩に詩人 らしさ が現れている と思い ました。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 80 回「サガレン と 八月」  

 面影をもと めて  

 

「私が茨海の 野原に 行ったのは、火山弾の 手頃な標本を 採るた めと、…」は 、

前回の「茨海小学 校」(当メルマガ NO.139)の書き出しで すが、「 サガレンと八

月」は、こう 語り出 されます。  

 

 〈「何の用で ここへ 来たの、何か しらべ に来たの、何 かしら べに来たの 。」  

  西の山地から吹 い て来たまだ少 しつめ たい風が私の 見すぼ らしい黄いろ  

  の上着をぱたぱ た かすめながら 何べん も何べんも通 って行 きました。  

  「おれは内地の 農 林学校の助手 だよ、 だから標本を 集めに 来たんだい 。」〉 

 

サガレンは、現在の ロ シア領サハリ ンで、日 本では樺太と 呼ばれ てきました。

賢治は、 1923 年の７月末から、農 学校の 教え子の就職 の依頼 のために樺太 に

旅行したので す。その 前年の妹トシ の死は「 永訣の朝」な どの詩を 生むことに

なりましたが、こ の旅 行でも、トシの面 影を もとめて、「 青森挽歌 」「オホーツ

ク挽歌」などが書 かれ ました。「サ ガレンと 八月」は、「海 面は朝 の炭酸のため

にすっかり銹 びた」 とはじまる「 オホー ツク挽歌」と 同じ場 所が舞台です 。  

 

「 こ ん な オ ホ ー ツ ク 海 の な ぎ さ に 座 っ て 乾 い て 飛 ん で 来 る 砂 や は ま な す の い

い 匂 を 送 っ て 来 る 風 の き れ ぎ れ の も の が た り を 聴 い て い る と ほ ん と う に 不 思

議 な 気 持 が す る の で し た 。」 と い う 「 私 」 は 、 風 か ら 聴 い た 物 語 を 語 り ま す 。

それはタネリ の物語 で、タネリは 、おかあ さんの言いつ けを守 らずに、浜で ひ

ろったくらげ をすか して空を見て しまい ます。すると 、空は、にわかに赤い 鉛

色 に か わ り 、 三 疋 の 大 き な 白 い 犬 に ま た が っ た ギ リ ヤ ー ク の 犬 神 が や っ て き

ます。タネリ は、犬 神にとらえら れて、 暗い孔に追い 込まれ るのです。  

 

ところが、こ こで物語 は不意に中断 され、未 完に終わりま す。タネ リの物語に

は、いったいどん な 寓意があるの でしょ うか。「オホ ーツク挽 歌」の「わたく

し が 樺 太 の ひ と の な い 海 岸 を ／ ひ と り 歩 い た り 疲 れ て 睡 っ た り し て い る と き

／ と し 子 は あ の 青 い と こ ろ の は て に い て ／ な に を し て い る の か わ か ら な い 」



と い う 詩 句 を 思 い 出 せ ば 、 タ ネ リ は 、 そ の と し 子 の よ う に も 思 え ま す 。 同 時

に、「サガレン と八月 」の「私」に、妹をうしなった深い かなし みの中にいる

賢治を重ねる なら、とじこめられ たタネ リは、「 私」自 身のよ うにも思える の

です。 (馬車別当 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『宮 沢賢治 万華鏡』によ りまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３４  

***************************************************************** 

 

「 赤 井 土 木 の 勝 手 な 言 い 分 を こ と わ っ た か ら と い っ て 、 な ん で 、 非 国 民 と い

われる理由が ある。」  

 じいさんは 腹だた しそうにいっ た。  

「そんなら、 おとう が石まぶをわ たさん でも、非国民 じゃな いな。」  

 うれしかっ た。権 六はとびあが るよう に立ちあがっ て、三 郎にいった。  

「 み て み ろ 、 わ る い の は あ い つ ら じ ゃ 。 お と う は ぜ っ た い 非 国 民 な ん か に ゃ

ならんぞ。」  

 権 六 は だ れ に で も い い 。 だ れ か に 大 声 で ど な ら ず に は お れ な い 気 持 ち だ っ

た。  

「権六―」  

 権 六 は う し ろ か ら 声 を か け ら れ て 、 お ど ろ い て ふ り む い た 。 和 彦 が 立 っ て

いた。いまま で権六た ちが、この家 にきても 、めったに顔 を見せな い和彦であ

った。  

「権六。非国 民でな いと、そんな にうれ しいか。よか ったな 。」  

 

（『石切り 山の人び と 』竹崎有斐 /作  偕成 社  1976 年 12 月  p.162）  

 

昭和 18 年、熊本 の村 に住む小学五 年生の ガキ大将、権六の日常 を描いた長編

作品で、日本児童 文学 者協会賞ほか、多 くの 賞を受賞しま した。現 在は、図書

館か電子書籍 で読む ことができま す。  

 

権 六 の 父 は 、 石 工 の 棟 梁 で す が 、 赤 井 土 木 が 軍 事 設 備 の た め と い う 大 義 名 分

を使って父の 石を切 り出す現場＝ 石まぶ（ p.43）を乗っ取ろう と しています。

け れ ど 父 が 断 る と 、 非 国 民 と 言 わ れ る の で は な い か と 、 権 六 は 心 配 し て い ま

す。じいさんとは、近 頃、屋敷山に戻っ てき た元予備役陸 軍大佐 で、息子の和

彦 が ア カ の 烙 印 を 押 さ れ 、 特 高 警 察 に 見 張 ら れ る よ う に な っ た た め 、 和 彦 と

和彦の娘のみ よとと もに屋敷山で 暮らし ています。  

 

権 六 と 三 郎 と 福 助 と い う ガ キ 大 将 三 人 組 は こ れ ま で 屋 敷 山 を 自 分 た ち の テ リ

ト リ ー に し て い ま し た が 、 赤 井 土 木 の 息 子 で あ る 赤 井 龍 三 た ち に の っ と ら れ

そうになって けんか をし、赤龍た ちを追い だしたら、じ いさんが 出てきて、こ

の山の持ち主 だと名 乗ります。  

 

そ れ か ら 、 権 六 た ち ３ 人 は 、 じ い さ ん の ヤ ギ の 乳 を 絞 っ て 売 る こ と で 現 金 収

入を得ますが、戦 争に よって３人は 違う道 を歩まなけれ ばなら なくなります 。

そ し て 、 権 六 は 父 の 苦 悩 を 見 続 け ま す 。 戦 争 中 の 権 力 の あ り よ う や 言 論 統 制



の 恐 ろ し さ な ど が 読 み 取 れ 、 今 の 世 界 の 状 況 と 重 な る と こ ろ も あ る 作 品 だ と

思いました 。（Ｙ）  

 

参考：  

「日本の子ど もの本 100 選」『石切 り山の人 びと』（奥 山恵 /解題書誌作成）  

http://www.iiclo.or.jp/100books/1946/htm/frame092.htm 

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

兵庫県公館の 県政資 料館で５月 14 日まで 開催されてい る「笑い と反骨の画家  

田島征彦展 」に行っ てきました 。型絵染 の布、絵本 原画など 約 30 点が展示さ

れています。  

 

廊下に展示さ れた『 じごくのそう べえ』（ 田島征彦作  童心社  1978 年 5 月）

の ユ ー モ ラ ス な 原 画 に 誘 わ れ て 展 示 室 に 向 か い ま し た 。 壁 面 に は 『 せ き れ い

丸』（たじ まゆきひ こ  きどうちよ しみ作  くもん出版  2020 年 11 月）の原

画が 14 点展示されて います。 1945 年 12 月、淡路島から 明石へ 行くせきれい

丸という船が 、定員 を超える 300 人以上 を乗せて転覆 し、 45 人しか生き残ら

な か っ た と い う 実 際 に あ っ た 事 件 が 題 材 の お 話 で す 。 主 人 公 の ひ ろ し が 友 だ

ち を 亡 く し た り 、 戦 争 で 死 ん だ 父 の 声 を 聞 い た り す る 荒 波 の 場 面 の 迫 力 に 鳥

肌が立ちまし た。  

 

天井には、祇園祭 を 描いた「神興振り 」「 喧騒の中で」とい う 型絵染の大きな

布 の 色 鮮 や か な 作 品 が 吊 る さ れ て お り 、 祭 り の 音 が 聞 こ え て く る よ う な 気 が

しました。一つの壁面 には、絵本 の原画では ない、「 サバンナ 」「 夏 の図形」な

ど の 作 品 が 展 示 さ れ て い ま し た 。 シ マ ウ マ の 群 れ が 飛 び 跳 ね る 様 子 は 幻 想 的

で、サバンナ の熱気 を感じました 。  

 

新 し く 出 版 さ れ る 予 定 の 絵 本 『 な き む し せ い と く  沖 縄 戦 に ま き こ ま れ た 少

年の物語』（童心 社）のダミー本が ３冊置 かれていまし た。原 画はありませ ん

で し た が 、 田 島 さ ん に よ っ て 絵 の 配 置 や 文 章 な ど に 手 が 入 れ ら れ て い く 過 程

がわかります 。『 せき れい丸』と 同様に戦 争がテーマに なって おり、田島 さん

の 平 和 に 対 す る 強 い 思 い を 感 じ ま し た 。 出 版 さ れ た 本 で も う 一 度 じ っ く り 読

み直したいと 思いま した。（Ｋ ）  

 

兵庫県公館  県政資料 館  

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk03/kenseisiryoukan.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「田島征三  アート のぼうけん展 」  

会  期：４月 23 日（土）～６月 12 日（日 ）  

場  所：刈谷市美術 館  

入場料：有料  ※  中 学生以下無料  

主  催：刈谷市美術 館 、ＮＨＫエン タープ ライズ中部  



 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『１ ３ 枚のピンぼけ写

真』をプレ ゼントしま す。ご希望 の方は、メ ールで件名「メルマガ  NO.140 プ

レゼント希望 」とし 、 (1)お名前  (2)郵便番 号・住所  (3)電話番号  (4)メール

アドレス、よ ろしけ れば  (5)このメルマ ガのご感想を お書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は５月 10 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

新緑の季節に なって きました。今 年はマ スクのおかげ で花粉 症が軽症です み

ました。当分 、マス クは外せない でしょ うが、ＧＷに は、気 持ちよく外歩 き

をしたいと楽 しみに しています 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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